
研究法備忘録


0.哲学研究（すべてはここから始まっている）
1. 臨床研究
2. 臨床治療/介入技術開発研究
3. 臨床治療/介入技術開発研究の基礎研究
4. 1-3以外の研究-＞純粋な自然科学研究または人文科学研究
5. 自然研究または人文科学以外の人工物創造科学研究（工学研究）


解説
0から1に至るプロセスは、すでに一般教養課程を修了し、専門分野を学習している場合、特別に解説する必要はないだろう。

しかし、厳しい現実が存在する。

日本の大学生の学力分布を模した場合。

以下のような基礎学力の分布が考えられる。
大学生として80％の学力をもつ者では中学生学力90％×高校生学力90％＝81％（大学）
大学生として60％の学力をもつ者では中学生学力80％×高校生学力75％＝60％（大学）
大学生として50％の学力をもつ者では中学生学力70％×高校生学力70％＝49％（大学）
ここで中学生学力が上位の者では高校生学力はむしろ低値に、または、その逆という構造が想定できる。

大学生として研究能力を発揮するには、少なくとも大学生学力70％は欲しいところである。
とすると、大学生学力を各分野の受験生偏差値を基に整理すると、いわゆるセンター試験の平均値相当得点を持つ学生において、偏差値50というのは、大学学生学力でいえば、たかだか60％程度であろうから、例えば偏差値45となれば、合格確率50％というボーダーを示しているとして、大学生として備えるべき学力の半分にも至らないことを表している。

これらの能力は、資格付与系職業学校（いわゆる専門学校）卒業生であっても当該国家試験にほぼほぼ合格していることから、ここで問われる学力と別の能力を用いた訓練を行っていると考えて差し支えない。

したがって、ここで対象とする研究能力とは、あらかじめ問と答えの組み合わせを記憶して即答する能力とは別の、集中力と推測能力の練習課題を与えているに過ぎないのかもしれない。



その中で、自分自身がどこに位置するのかを理解することが大切である。
その上で、不足している点を自覚し、補いながら、研究能力を高めること。

私が推奨する研究能力向上のためのサイトは以下のようになっている。

1. 南郷先生の臨床研究の学習サイト
http://spell.umin.jp/


